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第
４
章　

実
践
編【
高
等
学
校
】

高
等
学
校

性
教
育
に
関
す
る
主
な
学
習
内
容

第
１
学
年

第
２
学
年

第
３
学
年

生
命
尊
重

生
物
的

側
面

心
理
的

側
面

社
会
的

側
面

日
常
の
生
活
や
学
習
へ
の
適
応
と
自
己
の
成
長
及
び
健
康
管
理
（
特
別
活
動
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
）

現
代
社
会
と
健
康
（
保
健
体
育
・
科
目
保
健
）

イ
現
代
の
感
染
症
と
そ
の
予
防

適
応
と
成
長
及
び
健
康
安
全
（
ア
青
年
期
の
悩
み
や
課
題
と
そ
の
解
決
）（
特
別
活
動
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
）

現
代
社
会
と
健
康
（
保
健
体
育
・
科
目
保
健
）

オ
精
神
疾
患
の
予
防
と
回
復

生
涯
を
通
じ
る
健
康
（
保
健
体
育
・
科
目
保
健
）

ア
生
涯
の
各
段
階
に
お
け
る
健
康

生
涯
を
通
じ
る
健
康
（
保
健
体
育
・
科
目
保
健
）

ア
生
涯
の
各
段
階
に
お
け
る
健
康

生
涯
を
通
じ
る
健
康
（
保
健
体
育
・
科
目
保
健
）

イ
生
涯
の
各
段
階
に
お
け
る
健
康

人
の
一
生
と
家
族
・
家
庭
及
び
福
祉
（
家
庭
・
家
庭
基
礎
）

（
２
）
青
年
期
の
自
立
と
家
族
・
家
庭

人
の
一
生
と
家
族
・
家
庭
及
び
福
祉
（
家
庭
・
家
庭
基
礎
）

青
年
期
の
自
立
と
家
族
・
家
庭

衣
食
住
の
生
活
の
自
立
と
設
計
（
家
庭
・
家
庭
基
礎
）
持
続
可
能
な
消
費
生
活
・
環
境

人
の
一
生
と
家
族
・
家
庭
（
家
庭
・
家
庭
総
合
）（

）
青
年
期
の
自
立
と
家
族
・
家
庭
及
び
社
会

人
の
一
生
と
家
族
・
家
庭
（
家
庭
・
家
庭
総
合
）（
１
）
生
涯
の
生
活
設
計

持
続
可
能
な
消
費
生
活
・
環
境
（
家
庭
・
家
庭
総
合
）

生
活
に
お
け
る
経
済
の
計
画

日
常
の
生
活
や
学
習
へ
の
適
応
と
自
己
の
成
長
及
び
健
康
管
理
（
特
別
活
動
・
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
活
動
）

生
殖
と
発
生
（
理
科
・
生
物
）

選
択
科
目

現
代
の
諸
課
題
と
倫
理
（
公
民
・
倫
理
）

（
１
）
自
然
や
科
学
技
術
に
関
わ
る
諸
問
題
と
倫
理

選
択
科
目

公
共
の
扉
（
公
民
・
公
共
）

公
共
な
空
間
に
お
け
る
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方

情
報
Ⅰ
（
社
会
と
情
報
）

１
 情
報
社
会
の
問
題
解
決

事
例
１

事
例
２

事
例
６

ｐ

事
例
５

事
例
４

事
例
７

現
代
の
諸
課
題
と
倫
理
（
公
民
・
倫
理
）

（
２
）
社
会
と
文
化
に
関
わ
る
諸
課
題
と
倫
理

選
択
科
目

公
共
の
扉
（
公
民
・
公
共
）

公
共
な
空
間
に
お
け
る
人
間
と
し
て
の
在
り
方
生
き
方

事
例
３
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生命尊重 生物的側面 心理的側面 社会的側面

第
４
章　

実
践
編【
高
等
学
校
】

性感染症・エイズとその予防

対象：第 1学年 教科・領域等：保健体育科

１ 教育課程上の位置付け
第 1～２学年 保健体育科・保健「現代社会と健康」

２ 単元設定の理由
思春期後半に当たる高校生期は、性への関心や欲求が高まる時期でもある。性行動についてどう考え、ど

う行動するかは欠かせない内容である。性感染症の罹患について、正しい知識を身に付け、適切な意思決定
や行動選択のための能力や態度を身に付けることができるよう、本単元を設定した。

３ 単元計画（４時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１ ・感染症の発生や流行について、
理解する。

・時代や地域によって、発
生や流行に違いがある
ことを、資料から分析し
表現する。

・感染症の発生や流行には、時代や
地域によって違いがみられるこ
と、その予防には、個人の取組及
び社会的な対策を行う必要があ
ることを理解している。

・現代社会と健康について、課題を
発見し、健康や安全に関する原則
や概念に着目して解決の方法を
思考し、判断するとともに、それ
らを表現している。

・生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを
目指し、明るく豊かで活力ある生
活を営もうとしている。

２
・感染症予防の原則や、社会的対
策と個人の取組について理解す
る。

・感染症の予防について社
会的な対策と個人の対
策について考え、理解す
る。

３
本時

・我が国の性感染症や HIV感染症
の発生動向について理解を深め
るとともに、予防や治療、社会
的対策と個人の取組について理
解する。

・HIV感染症染の原因や予
防のための個人の行動
選択や社会の対策につ
いて考え、理解する。4

４ 本時の指導（全 4時間中の 3時間目）
 (1) 指導のねらい

 ・性感染症やＨＩＶ感染者の若年層の増加傾向について理解し、性感染症が引き起こす健康影響につい
て正しく理解する。また、個人や社会の取組について理解させ、予防することのできる知識を身に付
けさせる。

 (2) 学習方法
 ・ワークシートを活用し、教員の問いに対して個人の考えをまとめ、グループ活動で意見を出し合うな
ど学習活動を進めていく。発表し合うことで他のグループの意見を聞き、様々な考え方をもったり、
気付いたりする。

 (3) 評価規準
・性感染症の原因や予防のための個人の行動選択や、社会の対策について理解する。
・事例について課題の発見及び解決に向けた適切な方法を選択し、ワークシートに記入したり、グループ
で話し合ったりしている。

指導事例１

(１) 現代社会と健康について、自他や社会の課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、事項を身
に付けることができるよう指導する。

ア 現代社会と健康について理解を深めること。
（ｲ）現代の感染症とその予防

感染症の発生や流行には、時代や地域によって違いがみられること。その予防には、個人の取組及び
社会的な対策を行う必要があること。

イ 現代社会と健康について、課題を発見し、健康や安全に関する原則や概念に着目して解決の方法を思考
し判断するとともに、それらを表現すること。

り

 (4) 指導上の配慮事項
 ・学校の実態に応じてグループを作り、活発な意見交換ができるようにする。
・過度な発言や不適切な発言につながらないよう協議する内容を明確にする。

(5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準

１ 自分が知っている
性感染症を発表し、資
料から何種類あるか
を知る。

○性感染症の種類について選択肢（４、
10、15、20、20以上等）を挙げ、予
想させる。

○性感染症とは、性的接触によって感染
する病気の総称であり、現在 20種類
以上の病気があることを伝える。

２ タイトルを伏せた
グラフが「梅毒報告数
数」であることを知
る。

・増加傾向にある理由を
考え、ワークシートに
記入する。
・グループでの話合い活
動により、自分と周囲
の考えの共通点や相違
点に気付く。

３ グループで知って
いる性感染症を出し
合い、ワークシートに
書く。

４ 予防や対策につい
て理解する。

・自分で考えた予防法及
び対策をワークシート
に記入する。
・グループでの話合い活
動により、自分と周囲の
考えの共通点や相違点
に気付く。

○梅毒が、性行為によって感染すること
が多いこと、再流行していることを伝
える。

○机間指導をしながら自分の考えがワー
クシートに記入されているかを確認す
る。

○グループでの意見交換が活発に行える
よう促す。

○グループから出た意見を拾いながら、
増加の理由を説明し理解させる。

○梅毒をはじめとする性感染症による健
康影響について理解させる。

○20種類以上あることを再度確認し、ワ
ークシートに記入するよう促す。

○性器クラミジア感染症が若年層で増加
傾向であることを伝える。

○ＨＩＶ感染も性感染症の一つであるこ
とを説明する。

○性感染症が引き起こす健康影響につい
て理解させる。

○グループでの意見交換が活発に行える
よう促す。

○グループごとに発表させ、個人の対策
と社会の対策に分け黒板に書き出す。

○個人、社会ともに、適切な対応が必要
であることを理解させる。

○感染拡大の一因として、感染しても自
覚症状の出ないものもあること、恥ず
かしさから受診が遅れてしまうことが
あることを説明し、早期発見・早期治
療の大切さを伝える。

●性感染症の
原因や予防
のための個
人の行動選
択や、社会
の対策につ
いて理解し
ている。

●事例につい
て課題の発
見及び解決
に向けた適
切な方法を
選択し、ワ
ークシート
に記入した
り、グルー
プで話し合
ったりして
いる。

導
入

展
開

ま
と
め

５ 本時の振り返りを
ワークシートに記入
する。

○ワークシートに記入できているか確認
し、回収する。

指導のポイント

導入の工夫
・ＩＣＴ機材を活用
し、発問や選択肢
を表示する。

使用する教材等
・厚生労働省ＨＰ性
感染症報告数から
「性感染症報告数
の年次推移」「性別
にみた性感染症
(ＳＴＤ) 報告数
の年次推移」「年齢
(５歳階級)別にみ
た性感染症(ＳＴ
Ｄ) 報告数の年次
推移」を提示する。

・国立感染症疫学セ
ンター「感染症発
生動向調査事業年
報」より梅毒の感
染者数についてグ
ラフを作成し、提
示する。
・性感染症疫総合サ
イト「東京都性感
染症ナビ、及び
「webで学ぶ梅
毒」、啓発動画「梅
毒流行していま
す」、梅毒予防啓発
チラシ（東京都福
祉保健局）を活用
する。

性感染症を予防するための方法と広めないための対策を考えてみよう。

個人差への配慮、個
別指導について
・生徒の実態に応
じ、性別・人数な
どに配慮したグル
ープ設定やワーク
シートについて工
夫する。

生物的側面
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第
４
章　

実
践
編【
高
等
学
校
】

性感染症・エイズとその予防

対象：第 1学年 教科・領域等：保健体育科

１ 教育課程上の位置付け
第 1～２学年 保健体育科・保健「現代社会と健康」

２ 単元設定の理由
思春期後半に当たる高校生期は、性への関心や欲求が高まる時期でもある。性行動についてどう考え、ど

う行動するかは欠かせない内容である。性感染症の罹患について、正しい知識を身に付け、適切な意思決定
や行動選択のための能力や態度を身に付けることができるよう、本単元を設定した。

３ 単元計画（４時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１ ・感染症の発生や流行について、
理解する。

・時代や地域によって、発
生や流行に違いがある
ことを、資料から分析し
表現する。

・感染症の発生や流行には、時代や
地域によって違いがみられるこ
と、その予防には、個人の取組及
び社会的な対策を行う必要があ
ることを理解している。

・現代社会と健康について、課題を
発見し、健康や安全に関する原則
や概念に着目して解決の方法を
思考し、判断するとともに、それ
らを表現している。

・生涯を通じて自他の健康の保持増
進やそれを支える環境づくりを
目指し、明るく豊かで活力ある生
活を営もうとしている。

２
・感染症予防の原則や、社会的対
策と個人の取組について理解す
る。

・感染症の予防について社
会的な対策と個人の対
策について考え、理解す
る。

３
本時

・我が国の性感染症や HIV感染症
の発生動向について理解を深め
るとともに、予防や治療、社会
的対策と個人の取組について理
解する。

・HIV感染症染の原因や予
防のための個人の行動
選択や社会の対策につ
いて考え、理解する。4

４ 本時の指導（全 4時間中の 3時間目）
 (1) 指導のねらい

 ・性感染症やＨＩＶ感染者の若年層の増加傾向について理解し、性感染症が引き起こす健康影響につい
て正しく理解する。また、個人や社会の取組について理解させ、予防することのできる知識を身に付
けさせる。

 (2) 学習方法
 ・ワークシートを活用し、教員の問いに対して個人の考えをまとめ、グループ活動で意見を出し合うな
ど学習活動を進めていく。発表し合うことで他のグループの意見を聞き、様々な考え方をもったり、
気付いたりする。

 (3) 評価規準
・性感染症の原因や予防のための個人の行動選択や、社会の対策について理解する。
・事例について課題の発見及び解決に向けた適切な方法を選択し、ワークシートに記入したり、グループ
で話し合ったりしている。

指導事例１

(１) 現代社会と健康について、自他や社会の課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、事項を身
に付けることができるよう指導する。

ア 現代社会と健康について理解を深めること。
（ｲ）現代の感染症とその予防

感染症の発生や流行には、時代や地域によって違いがみられること。その予防には、個人の取組及び
社会的な対策を行う必要があること。

イ 現代社会と健康について、課題を発見し、健康や安全に関する原則や概念に着目して解決の方法を思考
し判断するとともに、それらを表現すること。

り

 (4) 指導上の配慮事項
 ・学校の実態に応じてグループを作り、活発な意見交換ができるようにする。
・過度な発言や不適切な発言につながらないよう協議する内容を明確にする。

(5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準

１ 自分が知っている
性感染症を発表し、資
料から何種類あるか
を知る。

○性感染症の種類について選択肢（４、
10、15、20、20以上等）を挙げ、予
想させる。

○性感染症とは、性的接触によって感染
する病気の総称であり、現在 20種類
以上の病気があることを伝える。

２ タイトルを伏せた
グラフが「梅毒報告数
数」であることを知
る。

・増加傾向にある理由を
考え、ワークシートに
記入する。
・グループでの話合い活
動により、自分と周囲
の考えの共通点や相違
点に気付く。

３ グループで知って
いる性感染症を出し
合い、ワークシートに
書く。

４ 予防や対策につい
て理解する。

・自分で考えた予防法及
び対策をワークシート
に記入する。
・グループでの話合い活
動により、自分と周囲の
考えの共通点や相違点
に気付く。

○梅毒が、性行為によって感染すること
が多いこと、再流行していることを伝
える。

○机間指導をしながら自分の考えがワー
クシートに記入されているかを確認す
る。

○グループでの意見交換が活発に行える
よう促す。

○グループから出た意見を拾いながら、
増加の理由を説明し理解させる。

○梅毒をはじめとする性感染症による健
康影響について理解させる。

○20種類以上あることを再度確認し、ワ
ークシートに記入するよう促す。

○性器クラミジア感染症が若年層で増加
傾向であることを伝える。

○ＨＩＶ感染も性感染症の一つであるこ
とを説明する。

○性感染症が引き起こす健康影響につい
て理解させる。

○グループでの意見交換が活発に行える
よう促す。

○グループごとに発表させ、個人の対策
と社会の対策に分け黒板に書き出す。

○個人、社会ともに、適切な対応が必要
であることを理解させる。

○感染拡大の一因として、感染しても自
覚症状の出ないものもあること、恥ず
かしさから受診が遅れてしまうことが
あることを説明し、早期発見・早期治
療の大切さを伝える。

●性感染症の
原因や予防
のための個
人の行動選
択や、社会
の対策につ
いて理解し
ている。

●事例につい
て課題の発
見及び解決
に向けた適
切な方法を
選択し、ワ
ークシート
に記入した
り、グルー
プで話し合
ったりして
いる。

導
入

展
開

ま
と
め

５ 本時の振り返りを
ワークシートに記入
する。

○ワークシートに記入できているか確認
し、回収する。

指導のポイント

導入の工夫
・ＩＣＴ機材を活用
し、発問や選択肢
を表示する。

使用する教材等
・厚生労働省ＨＰ性
感染症報告数から
「性感染症報告数
の年次推移」「性別
にみた性感染症
(ＳＴＤ) 報告数
の年次推移」「年齢
(５歳階級)別にみ
た性感染症(ＳＴ
Ｄ) 報告数の年次
推移」を提示する。

・国立感染症疫学セ
ンター「感染症発
生動向調査事業年
報」より梅毒の感
染者数についてグ
ラフを作成し、提
示する。
・性感染症疫総合サ
イト「東京都性感
染症ナビ、及び
「webで学ぶ梅
毒」、啓発動画「梅
毒流行していま
す」、梅毒予防啓発
チラシ（東京都福
祉保健局）を活用
する。

性感染症を予防するための方法と広めないための対策を考えてみよう。

個人差への配慮、個
別指導について
・生徒の実態に応
じ、性別・人数な
どに配慮したグル
ープ設定やワーク
シートについて工
夫する。

生物的側面
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第
４
章　

実
践
編【
高
等
学
校
】

性意識と性行動の選択

対象：第２学年 教科・領域等：保健体育科
１ 教育課程上の位置付け
第１～２学年 保健体育科・保健「生涯を通じる健康」

２ 単元設定の理由
思春期後半に当たる高校生期は、性への関心や欲求が高まるとともに異性への関心が高まる時期でもある。

ただ、それらには個人差や男女差があること、性行動には責任が生じることを理解させ、性に関する正しい
知識を身に付け、誤った情報に惑わされず、適切な意思決定や責任ある行動選択のための能力や態度を身に
付けるため本単元を設定した。

３ 単元計画（５時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１
・思春期の心身の発達や性的成熟に伴う
様々な変化や健康課題について理解す
る。

・思春期の心身の発達と変化と健康
課題について身体、心、行動など
の側面から考える。

・生涯を通じる健康の保
持増進や回復には、生
涯の各段階の健康課
題に応じた自己の健
康管理及び環境づく
りが関わっているこ
とを理解している。

・生涯を通じる健康に関
する情報から課題を
発見し、健康に関する
原則や概念に着目し
て解決の方法を思考
し判断するとともに、
それらを表現してい
る。

・生涯を通じて自他の健
康の保持増進やそれ
を支える環境づくり
を目指し、明るく豊か
で活力ある生活を営
むことができる。

２
本時

・思春期における変化に対応して、自分の
行動への責任感や異性に対する理解、尊
重が必要であること、性に関する情報等
への適切な対処が必要であることを理解
する。

・性意識の男女差を理解し、異性を
尊重する態度が必要であること、
性に関する正しい情報を選択し
て行動する必要性を考える。

３
・心身の発達や健康の保持増進の観点から
結婚生活を理解し、健康的な結婚生活に
は、自他の責任感、人間関係、様々な支
援が必要であることを理解する。

・健康な結婚生活を送るには、自分
や家族の健康や精神面が影響す
ること、周囲との人間関係や支援
が重要であることを理解する。

４

・受精、妊娠、出産に伴う健康課題を理解
するとともに、健康課題には様々な要素
が関わること、母子の健康診査の利用や
保健相談などの様々な保健・医療サービ
スの活用が必要であることを理解する。

・受精、妊娠、出産の過程と母子の
健康問題を理解する。

・様々な支援や公的サービスを調
べ、課題や改善策を考え発表す
る。

５
・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身へ
の影響を理解し、それに伴う適切な意志
決定と行動選択をする。

・家族計画の意義や方法を理解し、
正しい避妊方法を説明する。

・人工妊娠中絶が女性の心身に与え
る影響を理解し、それを避けるた
めの判断や行動を考える。

４ 本時の指導（全５時間中の２時間目）
（１）指導のねらい
・異性への関心と性的関心についての男女の特性を知り、性意識への男女差に伴うセクシュアル・ハラスメ
ントなどの問題やそれらを防止するための留意点を理解する。また、高校生の主たる性情報の特性や、そ
れらが性行動に与える影響について理解し、性に関して適切な意思決定や行動選択をする。

（２）学習方法
・グループ内で意見交換を行い、様々な考え方をもったり、新たに気付いたりする。

（３）評価規準
・グループでの話合いや意見交換などの学習活動に意欲的に取り組もうとしている。
・習得した知識を基に、相手を尊重した適切な意思決定・行動選択への留意点を整理している。

指導事例２

(３) 生涯を通じる健康について、自他や社会の課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次の事
項を身に付けることができるよう指導する。

ア 生涯を通じる健康について理解を深めること。
(ァ)生涯の各段階における健康

生涯を通じる健康の保持増進や回復には、生涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管理及び環境
づくりが関わっていること。

イ 生涯を通じる健康に関する情報から課題を発見し、健康に関する原則や概念に着目して解決の方法を
思考し判断するとともに、それらを表現すること。

（４）指導上の配慮事項
 ・グループ設定は、生徒の実態に応じて同性同士や異性と混合にするなど柔軟に対応する。
 ・度が過ぎた発言や個人のプライバシーに配慮を欠く発言、不適切な発言につながらないよう、協議する
内容を明確に示す。

（５）展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準

１ 性差やそれに伴う考え方
の違いを知る。

・「異性の優れているところ
（長所など）「異性の理解で
きないところ（短所など）」
について自分の考えをワー
クシートに記入し、5，6人
のグループで発表し合う。

○数名の生徒に発表させ、その意見を
もとに、男女には性差があり、身体
的な差は比較的分かりやすいが、見
えにくい心やその働きにも男女差が
あることを理解させる。

２ 他人の言動は人によって
感じ方が違うことと、男女
間のトラブルを防ぐには自
分の欲求のまま行動せず相
手の気持ちを尊重して接す
ることが大切であることを
理解する。

・「セクシュアル・ハラスメン
ト」と思うことについてワ
ークシートに記入してグル
ープ内で発表し合い、意見
交換する。

３ 資料「青少年の性行動」
からどんな特徴があるか読
み取る。

・自分の考えをワークシー
トに記入し、グループ内
で発表し合う。

４ 本時の学習内容を踏ま
えて、現在の自分自身に引
き寄せて考え、ワークシー
トに記入する。

○セクシュアル・ハラスメントと率直
に自分が感じることを記入するよう
伝える。

○「セクシュアル・ハラスメント」「ス
トーカー」について定義を用いて解
説する。

○自分の言動を相手がどう受け取るか
は性差や個人差があるということ
や、性意識の男女差を理解した上で
相手への思いやりをもって接するこ
とが大切であることを説明する。

○性行動の特徴を挙げさせ、安易に性
行動を選択することで性感染症や望
まない妊娠をするリスクがあること
を説明する。

○その上で、「性行動を選択するときに
何が大切か？」と問い掛け、生徒の
対話的活動を活性化させる。

○性に関わる意思決定・行動選択にお
いては相手の人生や健康へ大きな影
響を与えるため、相手を尊重した行
動をとることが必要であると伝え
る。

●グループで
の話合いや
意見交換な
どの学習活
動に意欲的
に取り組も
うとしてい
る。

●習得した知
識を基に、相
手を尊重し
た適切な意
思決定・行動
選択への留
意点を整理
している。

導
入

展
開

ま
と
め

５ 本時の振り返りをワーク
シートに記入する。

○ワークシートに記入できているか確
認する。

指導のポイント

導入の工夫
・意見を発表さ
せることで、
感じ方は人に
よって異なる
ことに気付か
せるようにす
る。

個人差への配慮、
個別指導につい
て
・人によって、
考えや意見は
異なってもよ
いことを伝え
る。

・性別、人数に
配慮したグル
ープ設定をす
る。

使用する教材等
・日本性教育協
会「青少年の
性行動」
（2011年）
を提示する。

性行動を選択する際に、どのような点に配慮する必要があるだろう。

心理的側面
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第
４
章　

実
践
編【
高
等
学
校
】

性意識と性行動の選択

対象：第２学年 教科・領域等：保健体育科
１ 教育課程上の位置付け
第１～２学年 保健体育科・保健「生涯を通じる健康」

２ 単元設定の理由
思春期後半に当たる高校生期は、性への関心や欲求が高まるとともに異性への関心が高まる時期でもある。

ただ、それらには個人差や男女差があること、性行動には責任が生じることを理解させ、性に関する正しい
知識を身に付け、誤った情報に惑わされず、適切な意思決定や責任ある行動選択のための能力や態度を身に
付けるため本単元を設定した。

３ 単元計画（５時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１
・思春期の心身の発達や性的成熟に伴う
様々な変化や健康課題について理解す
る。

・思春期の心身の発達と変化と健康
課題について身体、心、行動など
の側面から考える。

・生涯を通じる健康の保
持増進や回復には、生
涯の各段階の健康課
題に応じた自己の健
康管理及び環境づく
りが関わっているこ
とを理解している。

・生涯を通じる健康に関
する情報から課題を
発見し、健康に関する
原則や概念に着目し
て解決の方法を思考
し判断するとともに、
それらを表現してい
る。

・生涯を通じて自他の健
康の保持増進やそれ
を支える環境づくり
を目指し、明るく豊か
で活力ある生活を営
むことができる。

２
本時

・思春期における変化に対応して、自分の
行動への責任感や異性に対する理解、尊
重が必要であること、性に関する情報等
への適切な対処が必要であることを理解
する。

・性意識の男女差を理解し、異性を
尊重する態度が必要であること、
性に関する正しい情報を選択し
て行動する必要性を考える。

３
・心身の発達や健康の保持増進の観点から
結婚生活を理解し、健康的な結婚生活に
は、自他の責任感、人間関係、様々な支
援が必要であることを理解する。

・健康な結婚生活を送るには、自分
や家族の健康や精神面が影響す
ること、周囲との人間関係や支援
が重要であることを理解する。

４

・受精、妊娠、出産に伴う健康課題を理解
するとともに、健康課題には様々な要素
が関わること、母子の健康診査の利用や
保健相談などの様々な保健・医療サービ
スの活用が必要であることを理解する。

・受精、妊娠、出産の過程と母子の
健康問題を理解する。

・様々な支援や公的サービスを調
べ、課題や改善策を考え発表す
る。

５
・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身へ
の影響を理解し、それに伴う適切な意志
決定と行動選択をする。

・家族計画の意義や方法を理解し、
正しい避妊方法を説明する。

・人工妊娠中絶が女性の心身に与え
る影響を理解し、それを避けるた
めの判断や行動を考える。

４ 本時の指導（全５時間中の２時間目）
（１）指導のねらい
・異性への関心と性的関心についての男女の特性を知り、性意識への男女差に伴うセクシュアル・ハラスメ
ントなどの問題やそれらを防止するための留意点を理解する。また、高校生の主たる性情報の特性や、そ
れらが性行動に与える影響について理解し、性に関して適切な意思決定や行動選択をする。

（２）学習方法
・グループ内で意見交換を行い、様々な考え方をもったり、新たに気付いたりする。

（３）評価規準
・グループでの話合いや意見交換などの学習活動に意欲的に取り組もうとしている。
・習得した知識を基に、相手を尊重した適切な意思決定・行動選択への留意点を整理している。

指導事例２

(３) 生涯を通じる健康について、自他や社会の課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次の事
項を身に付けることができるよう指導する。

ア 生涯を通じる健康について理解を深めること。
(ァ)生涯の各段階における健康

生涯を通じる健康の保持増進や回復には、生涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管理及び環境
づくりが関わっていること。

イ 生涯を通じる健康に関する情報から課題を発見し、健康に関する原則や概念に着目して解決の方法を
思考し判断するとともに、それらを表現すること。

（４）指導上の配慮事項
 ・グループ設定は、生徒の実態に応じて同性同士や異性と混合にするなど柔軟に対応する。
 ・度が過ぎた発言や個人のプライバシーに配慮を欠く発言、不適切な発言につながらないよう、協議する
内容を明確に示す。

（５）展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準

１ 性差やそれに伴う考え方
の違いを知る。

・「異性の優れているところ
（長所など）「異性の理解で
きないところ（短所など）」
について自分の考えをワー
クシートに記入し、5，6人
のグループで発表し合う。

○数名の生徒に発表させ、その意見を
もとに、男女には性差があり、身体
的な差は比較的分かりやすいが、見
えにくい心やその働きにも男女差が
あることを理解させる。

２ 他人の言動は人によって
感じ方が違うことと、男女
間のトラブルを防ぐには自
分の欲求のまま行動せず相
手の気持ちを尊重して接す
ることが大切であることを
理解する。

・「セクシュアル・ハラスメン
ト」と思うことについてワ
ークシートに記入してグル
ープ内で発表し合い、意見
交換する。

３ 資料「青少年の性行動」
からどんな特徴があるか読
み取る。

・自分の考えをワークシー
トに記入し、グループ内
で発表し合う。

４ 本時の学習内容を踏ま
えて、現在の自分自身に引
き寄せて考え、ワークシー
トに記入する。

○セクシュアル・ハラスメントと率直
に自分が感じることを記入するよう
伝える。

○「セクシュアル・ハラスメント」「ス
トーカー」について定義を用いて解
説する。

○自分の言動を相手がどう受け取るか
は性差や個人差があるということ
や、性意識の男女差を理解した上で
相手への思いやりをもって接するこ
とが大切であることを説明する。

○性行動の特徴を挙げさせ、安易に性
行動を選択することで性感染症や望
まない妊娠をするリスクがあること
を説明する。

○その上で、「性行動を選択するときに
何が大切か？」と問い掛け、生徒の
対話的活動を活性化させる。

○性に関わる意思決定・行動選択にお
いては相手の人生や健康へ大きな影
響を与えるため、相手を尊重した行
動をとることが必要であると伝え
る。

●グループで
の話合いや
意見交換な
どの学習活
動に意欲的
に取り組も
うとしてい
る。

●習得した知
識を基に、相
手を尊重し
た適切な意
思決定・行動
選択への留
意点を整理
している。

導
入

展
開

ま
と
め

５ 本時の振り返りをワーク
シートに記入する。

○ワークシートに記入できているか確
認する。

指導のポイント

導入の工夫
・意見を発表さ
せることで、
感じ方は人に
よって異なる
ことに気付か
せるようにす
る。

個人差への配慮、
個別指導につい
て
・人によって、
考えや意見は
異なってもよ
いことを伝え
る。

・性別、人数に
配慮したグル
ープ設定をす
る。

使用する教材等
・日本性教育協
会「青少年の
性行動」
（2011年）
を提示する。

性行動を選択する際に、どのような点に配慮する必要があるだろう。

心理的側面
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第
４
章　

実
践
編【
高
等
学
校
】

妊娠・出産と健康

対象：第２学年 教科・領域等：保健体育科
１ 教育課程上の位置付け
第１～２学年 保健体育科・保健「生涯を通じる健康」

２ 単元設定の理由
妊娠・出産は、新しい命が母体で育ち、誕生するという一連の過程であり、母子の健康について配

慮すべきことが多い。そのため、正しい知識を身に付け、適切な意志決定や行動選択のための能力や
態度を醸成することができるよう、本単元を設定した。

３ 単元計画（５時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１
・思春期の心身の発達や性的成熟に伴
う様々な変化や健康課題について理
解する。

・思春期の心身の発達と変化と健康
課題について身体、心、行動など
の側面から考える。

・生涯を通じる健康の
保持増進や回復に
は、生涯の各段階の
健康課題に応じた自
己の健康管理及び環
境づくりが関わって
いることを理解して
いる。

・生涯を通じる健康に
関する情報から課題
を発見し、健康に関
する原則や概念に着
目して解決の方法を
思考し判断するとと
もに、それらを表現
しようとしている。

・生涯を通じて自他の
健康の保持増進やそ
れを支える環境づく
りを目指し、明るく
豊かで活力ある生活
を営もうとしてい
る。

２

・思春期における変化に対応して、自
分の行動への責任感や異性に対する
理解、尊重が必要であること、性に
関する情報等への適切な対処が必要
であることを理解する。

・性意識の男女差を理解し、異性を
尊重する態度が必要であること、
性に関する正しい情報を選択して
行動する必要性を考える。

３

・心身の発達や健康の保持増進の観点
から結婚生活を理解し、健康的な結
婚生活には、自他の責任感、人間関
係、様々な支援が必要であることを
理解する。

・健康な結婚生活を送るには、自分
や家族の健康や精神面が影響する
こと、周囲との人間関係や支援が
重要であることを理解する。

４
本時

・受精、妊娠、出産に伴う健康課題を
理解するとともに、健康課題には
様々な要素が関わること、母子の健
康診査の利用や保健相談などの様々
な保健・医療サービスの活用が必要
であることを理解する。

・受精、妊娠、出産の過程と母子の
健康問題を理解する。
・様々な支援や公的サービスを調
べ、課題や改善策を考え発表す
る。

５
・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心
身への影響を理解し、それに伴う適
切な意志決定と行動選択をする。

・家族計画の意義や方法を理解し、
正しい避妊方法を説明する。

・人工妊娠中絶が女性の心身に与え
る影響を理解し、それを避けるた
めの判断や行動を考える。

４ 本時の指導（全５時間中の４時間目）
（１）指導のねらい
・受精、妊娠、出産の一連の過程を理解するとともに、胎児や母体の心身の健康問題とその予防や健
康管理とそのための支援について理解できるようにする。

・妊娠中や出産後の女性が健康に生活するためには、本人が心身の状態や日常生活へ配慮すると同時
に、周囲の人々の支援や配慮、公的サービスの活用が必要であることを理解できるようにする。

（２）学習方法
・ワークシートを活用し、個人の考えをまとめるとともに、ペアやグループでの話合い、発表などの
学習活動を展開する。その際、話合いの内容や他グループの発表を踏まえて、課題を把握し、課題
の解決に向けた新しい考え方や気付きをまとめる。

（３）評価規準
・受精、妊娠、出産とそれに伴う健康課題を把握し、それらには年齢や生活習慣などが関わることに
ついて理解している。

・習得した知識を基に妊娠・出産に伴う健康課題の解決や生活の質の向上に向けて、保健・医療サー
ビスの活用方法を整理し、自他や社会の課題を発見して解決に向けた対策を考え発表している。

指導事例３

(３) 生涯を通じる健康について、自他や社会の課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次
の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 生涯を通じる健康について理解を深めること。

(ｱ)生涯の各段階における健康
生涯を通じる健康の保持増進や回復には、生涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管理及び

環境づくりが関わっていること。
イ 生涯を通じる健康に関する情報から課題を発見し、健康に関する原則や概念に着目して解決の方
法を思考し判断するとともに、それらを表現すること。

（４）指導上の配慮事項
・生徒の実態に応じて、活発な意見交換ができるよう、性別・人数などに配慮したグループの設定や、
ワークシートについて工夫する。

・過度な発言や不適切な発言につながることのないよう注意する。
（５）展開
段階 学習内容、活動 教師の支援 評価規準

１ 妊娠の成立と母体の環
境について理解する。

○いくつかのタイミングを挙げて
選択できるようにする。

○母体に現れる変化が妊娠のサイ
ンにつながることを理解させる。

２ 妊娠の経過と胎児の成
長について理解する。

・現在の自分と胎児や新生
児の体格（平均）を比較
し、ワークシートに記入
する。

３ 妊娠中、出産後に健康
な生活を送るための行動
を考える。

・注意すべき生活習慣や行
動をペアで話し合い、ワ
ークシートに記入する。

４ 妊娠中や出産後に健康
的な生活を送るための
様々な支援や公的サービ
スについて理解する。

・自分が住む自治体の相談
窓口や医療機関などを調
べてワークシートに記入
し、ペアで発表し合う。

５ 妊娠や出産に伴う社会
的課題について理解し、
改善方法を考える。

・妊婦や出産後の女性への
配慮が不足していること
の課題と、その解決方法
をグループで話し合い、
発表する。

○新生児の出生時平均身長、体重と
全国、東京都の高校生、本校生徒
の身長、体重の平均を把握し、提
示する。

○妊娠から出産までの期間とその
期間の胎児の成長について説明
し、妊娠中の生活習慣や行動に注
意する必要性を理解できるよう
にする。

○若年妊娠にはリスクがあること
について触れる。

○妊娠、出産に関わる公的機関やサ
イトを例として提示し、妊娠が確
認された際や出産後の対応を理
解させる。

○自分が住む（将来住みたい）自治
体の政策や対応を調べさせ、妊
娠、出産に関わる健康管理をでき
るようにする。

○話合い活動が活発に行われるよ
うに、身近な環境における課題や
課題解決に向けた取組の実例を
提示し、今後の社会をより良くす
るための対応や行動を自ら実践
できるようにする。

○獲得した知識を基に、課題や解決
策を考えられるように指導する。

●受精、妊娠、出
産とそれに伴う
健康課題を把握
し、それらには
年齢や生活習慣
などが関わるこ
とについて理解
している。

●習得した知識を
基に妊娠・出産に
伴う健康課題の
解決や生活の質
の向上に向けて、
保健・医療サービ
スの活用方法を
整理し、自他や社
会の課題を発見
して解決に向け
た対策を考え発
表している。

導
入

展
開

ま
と
め

６ 本時の内容を振り返
り、ワークシートに記入
する。

７ 次時の内容を確認し、
本時とのつながりを理解
する。

○記入できていない生徒には、机間
指導等で本時の振り返りを促す。

○本時の内容と次時の内容のつな
がりについて説明し、次時までに
個人の意見をまとめてくるよう
指示する。

指導のポイント

展開の工夫
・ＩＣＴ機器な
どを活用し、
図やグラフな
どを用いなが
ら説明する。

使用する教材
・厚生労働省、
東京都児童・
生徒体力・運
動能力、生活・
運動習慣等調
査報告書等を
参考に、身長、
体重の変化を
グラフに表し、

ＩＣＴ機器で
提示する。

・母子に対する
公的サービス
【区市町村な
ど各自治体Ｈ
Ｐ、東京都福
祉保健局（妊
娠相談ホット
ライン）、厚生
労働省（全国
の女性健康支
援センター一
覧）、公益財団
法人東京都福
祉保健財団Ｈ
Ｐ、一般社団
法人全国妊娠
ＳＯＳネット
ワークＨＰな
どから抜粋】
をＩＣＴ機器
にて例示する。

妊婦や出産後の女性に社会としてできることを考えよう。

生物的側面
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第
４
章　

実
践
編【
高
等
学
校
】

妊娠・出産と健康

対象：第２学年 教科・領域等：保健体育科
１ 教育課程上の位置付け
第１～２学年 保健体育科・保健「生涯を通じる健康」

２ 単元設定の理由
妊娠・出産は、新しい命が母体で育ち、誕生するという一連の過程であり、母子の健康について配

慮すべきことが多い。そのため、正しい知識を身に付け、適切な意志決定や行動選択のための能力や
態度を醸成することができるよう、本単元を設定した。

３ 単元計画（５時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１
・思春期の心身の発達や性的成熟に伴
う様々な変化や健康課題について理
解する。

・思春期の心身の発達と変化と健康
課題について身体、心、行動など
の側面から考える。

・生涯を通じる健康の
保持増進や回復に
は、生涯の各段階の
健康課題に応じた自
己の健康管理及び環
境づくりが関わって
いることを理解して
いる。

・生涯を通じる健康に
関する情報から課題
を発見し、健康に関
する原則や概念に着
目して解決の方法を
思考し判断するとと
もに、それらを表現
しようとしている。

・生涯を通じて自他の
健康の保持増進やそ
れを支える環境づく
りを目指し、明るく
豊かで活力ある生活
を営もうとしてい
る。

２

・思春期における変化に対応して、自
分の行動への責任感や異性に対する
理解、尊重が必要であること、性に
関する情報等への適切な対処が必要
であることを理解する。

・性意識の男女差を理解し、異性を
尊重する態度が必要であること、
性に関する正しい情報を選択して
行動する必要性を考える。

３

・心身の発達や健康の保持増進の観点
から結婚生活を理解し、健康的な結
婚生活には、自他の責任感、人間関
係、様々な支援が必要であることを
理解する。

・健康な結婚生活を送るには、自分
や家族の健康や精神面が影響する
こと、周囲との人間関係や支援が
重要であることを理解する。

４
本時

・受精、妊娠、出産に伴う健康課題を
理解するとともに、健康課題には
様々な要素が関わること、母子の健
康診査の利用や保健相談などの様々
な保健・医療サービスの活用が必要
であることを理解する。

・受精、妊娠、出産の過程と母子の
健康問題を理解する。
・様々な支援や公的サービスを調
べ、課題や改善策を考え発表す
る。

５
・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心
身への影響を理解し、それに伴う適
切な意志決定と行動選択をする。

・家族計画の意義や方法を理解し、
正しい避妊方法を説明する。

・人工妊娠中絶が女性の心身に与え
る影響を理解し、それを避けるた
めの判断や行動を考える。

４ 本時の指導（全５時間中の４時間目）
（１）指導のねらい
・受精、妊娠、出産の一連の過程を理解するとともに、胎児や母体の心身の健康問題とその予防や健
康管理とそのための支援について理解できるようにする。

・妊娠中や出産後の女性が健康に生活するためには、本人が心身の状態や日常生活へ配慮すると同時
に、周囲の人々の支援や配慮、公的サービスの活用が必要であることを理解できるようにする。

（２）学習方法
・ワークシートを活用し、個人の考えをまとめるとともに、ペアやグループでの話合い、発表などの
学習活動を展開する。その際、話合いの内容や他グループの発表を踏まえて、課題を把握し、課題
の解決に向けた新しい考え方や気付きをまとめる。

（３）評価規準
・受精、妊娠、出産とそれに伴う健康課題を把握し、それらには年齢や生活習慣などが関わることに
ついて理解している。

・習得した知識を基に妊娠・出産に伴う健康課題の解決や生活の質の向上に向けて、保健・医療サー
ビスの活用方法を整理し、自他や社会の課題を発見して解決に向けた対策を考え発表している。

指導事例３

(３) 生涯を通じる健康について、自他や社会の課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次
の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 生涯を通じる健康について理解を深めること。

(ｱ)生涯の各段階における健康
生涯を通じる健康の保持増進や回復には、生涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管理及び

環境づくりが関わっていること。
イ 生涯を通じる健康に関する情報から課題を発見し、健康に関する原則や概念に着目して解決の方
法を思考し判断するとともに、それらを表現すること。

（４）指導上の配慮事項
・生徒の実態に応じて、活発な意見交換ができるよう、性別・人数などに配慮したグループの設定や、
ワークシートについて工夫する。

・過度な発言や不適切な発言につながることのないよう注意する。
（５）展開
段階 学習内容、活動 教師の支援 評価規準

１ 妊娠の成立と母体の環
境について理解する。

○いくつかのタイミングを挙げて
選択できるようにする。

○母体に現れる変化が妊娠のサイ
ンにつながることを理解させる。

２ 妊娠の経過と胎児の成
長について理解する。

・現在の自分と胎児や新生
児の体格（平均）を比較
し、ワークシートに記入
する。

３ 妊娠中、出産後に健康
な生活を送るための行動
を考える。

・注意すべき生活習慣や行
動をペアで話し合い、ワ
ークシートに記入する。

４ 妊娠中や出産後に健康
的な生活を送るための
様々な支援や公的サービ
スについて理解する。

・自分が住む自治体の相談
窓口や医療機関などを調
べてワークシートに記入
し、ペアで発表し合う。

５ 妊娠や出産に伴う社会
的課題について理解し、
改善方法を考える。

・妊婦や出産後の女性への
配慮が不足していること
の課題と、その解決方法
をグループで話し合い、
発表する。

○新生児の出生時平均身長、体重と
全国、東京都の高校生、本校生徒
の身長、体重の平均を把握し、提
示する。

○妊娠から出産までの期間とその
期間の胎児の成長について説明
し、妊娠中の生活習慣や行動に注
意する必要性を理解できるよう
にする。

○若年妊娠にはリスクがあること
について触れる。

○妊娠、出産に関わる公的機関やサ
イトを例として提示し、妊娠が確
認された際や出産後の対応を理
解させる。

○自分が住む（将来住みたい）自治
体の政策や対応を調べさせ、妊
娠、出産に関わる健康管理をでき
るようにする。

○話合い活動が活発に行われるよ
うに、身近な環境における課題や
課題解決に向けた取組の実例を
提示し、今後の社会をより良くす
るための対応や行動を自ら実践
できるようにする。

○獲得した知識を基に、課題や解決
策を考えられるように指導する。

●受精、妊娠、出
産とそれに伴う
健康課題を把握
し、それらには
年齢や生活習慣
などが関わるこ
とについて理解
している。

●習得した知識を
基に妊娠・出産に
伴う健康課題の
解決や生活の質
の向上に向けて、
保健・医療サービ
スの活用方法を
整理し、自他や社
会の課題を発見
して解決に向け
た対策を考え発
表している。

導
入

展
開

ま
と
め

６ 本時の内容を振り返
り、ワークシートに記入
する。

７ 次時の内容を確認し、
本時とのつながりを理解
する。

○記入できていない生徒には、机間
指導等で本時の振り返りを促す。

○本時の内容と次時の内容のつな
がりについて説明し、次時までに
個人の意見をまとめてくるよう
指示する。

指導のポイント

展開の工夫
・ＩＣＴ機器な
どを活用し、
図やグラフな
どを用いなが
ら説明する。

使用する教材
・厚生労働省、
東京都児童・
生徒体力・運
動能力、生活・
運動習慣等調
査報告書等を
参考に、身長、
体重の変化を
グラフに表し、

ＩＣＴ機器で
提示する。

・母子に対する
公的サービス
【区市町村な
ど各自治体Ｈ
Ｐ、東京都福
祉保健局（妊
娠相談ホット
ライン）、厚生
労働省（全国
の女性健康支
援センター一
覧）、公益財団
法人東京都福
祉保健財団Ｈ
Ｐ、一般社団
法人全国妊娠
ＳＯＳネット
ワークＨＰな
どから抜粋】
をＩＣＴ機器
にて例示する。

妊婦や出産後の女性に社会としてできることを考えよう。

生物的側面
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第
４
章　

実
践
編【
高
等
学
校
】

家族計画と人工妊娠中絶

対象：第２学年 教科・領域等：保健体育科
１ 教育課程上の位置付け
第１～２学年 保健体育科・保健「生涯を通じる健康」

２ 単元設定の理由
思春期後半にあたる高校生期は、性への関心や欲求が高まるとともに異性への関心が高まる時期でもある。

それゆえに、望まない妊娠をした場合のリスクや女性の心身に与える影響を学び、家族計画を実践するうえ
で必要な避妊法を正しく知り、性交にとって不可避の課題である望まない妊娠を避けるための適切な意思決
定や責任ある行動選択のための能力や態度を身に付けるため、本単元を設定した。

３ 単元計画（５時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１
・思春期の心身の発達や性的成熟に伴う
様々な変化や健康課題について理解す
る。

・思春期の心身の発達と変化と健康
課題について身体、心、行動など
の側面から考える。

・生涯を通じる健康の
保持増進や回復に
は、生涯の各段階の
健康課題に応じた自
己の健康管理及び環
境づくりが関わって
いることを理解して
いる。

・生涯を通じる健康に
関する情報から課題
を発見し、健康に関
する原則や概念に着
目して解決の方法を
思考し判断するとと
もに、それらを表現
している。

・生涯を通じて自他の
健康の保持増進やそ
れを支える環境づく
りを目指し、明るく
豊かで活力ある生活
を営もうとしてい
る。

２

・思春期における変化に対応して、自分の
行動への責任感や異性に対する理解，尊
重が必要であること、性に関する情報等
への適切な対処が必要であることを理解
する。

・性意識の男女差を理解し、異性を
尊重する態度が必要であること、
性に関する正しい情報を選択して
行動する必要性を考える。

３
・心身の発達や健康の保持増進の観点から
結婚生活を理解し、健康的な結婚生活に
は、自他の責任感、人間関係、様々な支
援が必要であることを理解する。

・健康な結婚生活を送るには、自分
や家族の健康や精神面が影響する
こと、周囲との人間関係や支援が
重要であることを理解する。

４

・受精、妊娠、出産に伴う健康課題を理解
するとともに、健康課題には様々な要素
が関わること、母子の健康診査の利用や
保健相談などの様々な保健・医療サービ
スの活用が必要であることを理解する。

・受精、妊娠、出産の過程と母子の
健康問題を理解する。
・様々な支援や公的サービスを調
べ、課題や改善策を考え発表す
る。

５
本時

・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身へ
の影響を理解し、それに伴う適切な意志
決定と行動選択をする。

・家族計画の意義や方法を理解し、
正しい避妊方法を説明する。

・人工妊娠中絶が女性の心身に与え
る影響を理解し、それを避けるた
めの判断や行動を考える。

４ 本時の指導（全５時間中の５時間目）
（１）指導のねらい
・家族計画の意義を理解し、妊娠を望まないときには避妊を実施することやコンドームやピルなどの正しい
避妊法について理解する。人工妊娠中絶が女性の心身に与える影響を理解し、自分の行動に責任をもち、
望まない妊娠や人工妊娠中絶を避けるための判断と正しい行動選択ができるようになる。

（２）学習方法
・グループ内で意見交換を行い、自分の考えを他者に伝え合い、様々な考えをもったり、新たに気付いたり
する。

（３）評価規準
・家族計画の意義について理解し、正しい避妊法とその選択の際の留意点について説明している。
・学習した知識を活用して、望まない妊娠を避けるために自分が取るべき適切な行動を記述している。

指導事例 4

(３) 生涯を通じる健康について、自他や社会の課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次の事
項を身に付けることができるよう指導する。
ア 生涯を通じる健康について理解を深めること。
（ｱ）生涯の各段階における健康

 生涯を通じる健康の保持増進や回復には、生涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管理及び
環境づくりが関わっていること。

イ 生涯を通じる健康に関する情報から課題を発見し、健康に関する原則や概念に着目して解決の方
法を思考し判断するとともに、それらを表現すること。

（４）指導上の配慮事項
 ・結婚や出産に関しては個人によって考え方が多様であることを尊重し、子供を産むか産まないかの議論
にならないよう留意する。

（５）展開
段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準

１ 結婚や出産は人によって考え
方が違うことに気付く。

・発問①、②の順にペアで互いの

２ 家族計画の意義と、子供を望
まないときには避妊が必要だ
ということを理解する。

○「①将来子供は欲しい？欲しい場合
は何人ぐらい？何歳の時に？②現
在、妊娠をしたとしたら子供を産み
たいと思うか？また実際に産める
と思うか？」と発問する。

○理由を話したくない生徒に配慮し、
②の意見交換後に発表させ、なぜそ
う思うのか理由を答えさせる。

○家族計画の意義について説明する。
３ 「年齢階級別にみた人工妊娠
中絶実施率(平成 28 年度)」の
グラフから、10代の人工妊娠
中絶の実態を知る。

４ 人工妊娠中絶の「やむを得な
い理由」について理解する。

・人工妊娠中絶が女性の心身に与
える影響について理解し、家族
計画と確実な避妊が大切である
ことを理解する。

５ 避妊法の特徴について知る。

６ どの避妊法を選択すべきか
考える。

・「国連 2013 主要国の避妊法」
のグラフを分析し、諸外国と日
本との避妊に対する考え方の違
いに気付く。
・避妊法の選択にはパートナー間
の相互理解が大切だと知る。

７ 本時に学習した知識を活用
して自分に置き換えて考え、ペ
アで話合い、その結果を発表
する。

○人工妊娠中絶の件数は全体として
は減少傾向にあるが、若年層では依
然として高いことを伝える。

○「母体保護法」について説明し、人
工妊娠中絶は女性の心身に非常に
大きな負担を与えることを説明す
る。

○コンドームと低用量ピルの特徴に
ついて説明する。

○「グラフから読み取れることは何
か？」と発問し、避妊に対する各国
での考え方の違いに気付かせる。

○コンドームは男性主体、低用量ピル
は女性主体の避妊法であり、どの避
妊法を選ぶかはパートナー間の相
互理解による選択が大切だと気付
かせる。

○望まない妊娠の結果、起こり得る問
題の視点からも考えさせる。

○あくまでも避妊は一つの手段であ
り、「性行動しない」という行動選
択もあると補足説明する。

●家族計画の
意義につい
て理解し、正
しい避妊法
とその選択
の際の留意
点について
説明してい
る。

●学習した知
識を活用し
て、望まない
妊娠を避け
るために自
分が取るべ
き適切な行
動を記述し
ている。

導
入

展
開

ま
と
め

８ 本時の振り返りをワークシ
ートに記入する。

○ワークシートに記入できているか
確認する。

指導のポイント

導入の工夫
・意見を発表さ
せることで、
感じ方は人に
よって異なる
ことを気付か
せるようにす
る。

個人差への配
慮、個別指導に
ついて
・人によって、
考えや意見
は異なって
よいことを
伝える。

・性別、人数
に配慮した
グループ設
定をする。

使用する教材等

望まない妊娠を避けるために取るべき行動はなんだろう。

・厚生労働省
「年齢階級別
にみた人工妊
娠中絶実施率
（平成 28年
度）」を提示す
る。
・国連 2013
「主要国の避
妊法」を提示
する。

・文部科学省
「健康な生活
を送るために
（高校生用）
（平成30年
度版）」を提示
する。

考えを発表し合い、ライフプラ
ンや不妊・妊娠と年齢の関係等
について考える。 

社会的側面
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第
４
章　

実
践
編【
高
等
学
校
】

家族計画と人工妊娠中絶

対象：第２学年 教科・領域等：保健体育科
１ 教育課程上の位置付け
第１～２学年 保健体育科・保健「生涯を通じる健康」

２ 単元設定の理由
思春期後半にあたる高校生期は、性への関心や欲求が高まるとともに異性への関心が高まる時期でもある。

それゆえに、望まない妊娠をした場合のリスクや女性の心身に与える影響を学び、家族計画を実践するうえ
で必要な避妊法を正しく知り、性交にとって不可避の課題である望まない妊娠を避けるための適切な意思決
定や責任ある行動選択のための能力や態度を身に付けるため、本単元を設定した。

３ 単元計画（５時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１
・思春期の心身の発達や性的成熟に伴う
様々な変化や健康課題について理解す
る。

・思春期の心身の発達と変化と健康
課題について身体、心、行動など
の側面から考える。

・生涯を通じる健康の
保持増進や回復に
は、生涯の各段階の
健康課題に応じた自
己の健康管理及び環
境づくりが関わって
いることを理解して
いる。

・生涯を通じる健康に
関する情報から課題
を発見し、健康に関
する原則や概念に着
目して解決の方法を
思考し判断するとと
もに、それらを表現
している。

・生涯を通じて自他の
健康の保持増進やそ
れを支える環境づく
りを目指し、明るく
豊かで活力ある生活
を営もうとしてい
る。

２

・思春期における変化に対応して、自分の
行動への責任感や異性に対する理解，尊
重が必要であること、性に関する情報等
への適切な対処が必要であることを理解
する。

・性意識の男女差を理解し、異性を
尊重する態度が必要であること、
性に関する正しい情報を選択して
行動する必要性を考える。

３
・心身の発達や健康の保持増進の観点から
結婚生活を理解し、健康的な結婚生活に
は、自他の責任感、人間関係、様々な支
援が必要であることを理解する。

・健康な結婚生活を送るには、自分
や家族の健康や精神面が影響する
こと、周囲との人間関係や支援が
重要であることを理解する。

４

・受精、妊娠、出産に伴う健康課題を理解
するとともに、健康課題には様々な要素
が関わること、母子の健康診査の利用や
保健相談などの様々な保健・医療サービ
スの活用が必要であることを理解する。

・受精、妊娠、出産の過程と母子の
健康問題を理解する。
・様々な支援や公的サービスを調
べ、課題や改善策を考え発表す
る。

５
本時

・家族計画の意義や人工妊娠中絶の心身へ
の影響を理解し、それに伴う適切な意志
決定と行動選択をする。

・家族計画の意義や方法を理解し、
正しい避妊方法を説明する。

・人工妊娠中絶が女性の心身に与え
る影響を理解し、それを避けるた
めの判断や行動を考える。

４ 本時の指導（全５時間中の５時間目）
（１）指導のねらい
・家族計画の意義を理解し、妊娠を望まないときには避妊を実施することやコンドームやピルなどの正しい
避妊法について理解する。人工妊娠中絶が女性の心身に与える影響を理解し、自分の行動に責任をもち、
望まない妊娠や人工妊娠中絶を避けるための判断と正しい行動選択ができるようになる。

（２）学習方法
・グループ内で意見交換を行い、自分の考えを他者に伝え合い、様々な考えをもったり、新たに気付いたり
する。

（３）評価規準
・家族計画の意義について理解し、正しい避妊法とその選択の際の留意点について説明している。
・学習した知識を活用して、望まない妊娠を避けるために自分が取るべき適切な行動を記述している。

指導事例 4

(３) 生涯を通じる健康について、自他や社会の課題を発見し、その解決を目指した活動を通して、次の事
項を身に付けることができるよう指導する。
ア 生涯を通じる健康について理解を深めること。
（ｱ）生涯の各段階における健康

 生涯を通じる健康の保持増進や回復には、生涯の各段階の健康課題に応じた自己の健康管理及び
環境づくりが関わっていること。

イ 生涯を通じる健康に関する情報から課題を発見し、健康に関する原則や概念に着目して解決の方
法を思考し判断するとともに、それらを表現すること。

（４）指導上の配慮事項
 ・結婚や出産に関しては個人によって考え方が多様であることを尊重し、子供を産むか産まないかの議論
にならないよう留意する。

（５）展開
段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準

１ 結婚や出産は人によって考え
方が違うことに気付く。

・発問①、②の順にペアで互いの

２ 家族計画の意義と、子供を望
まないときには避妊が必要だ
ということを理解する。

○「①将来子供は欲しい？欲しい場合
は何人ぐらい？何歳の時に？②現
在、妊娠をしたとしたら子供を産み
たいと思うか？また実際に産める
と思うか？」と発問する。

○理由を話したくない生徒に配慮し、
②の意見交換後に発表させ、なぜそ
う思うのか理由を答えさせる。

○家族計画の意義について説明する。
３ 「年齢階級別にみた人工妊娠
中絶実施率(平成 28 年度)」の
グラフから、10代の人工妊娠
中絶の実態を知る。

４ 人工妊娠中絶の「やむを得な
い理由」について理解する。

・人工妊娠中絶が女性の心身に与
える影響について理解し、家族
計画と確実な避妊が大切である
ことを理解する。

５ 避妊法の特徴について知る。

６ どの避妊法を選択すべきか
考える。

・「国連 2013 主要国の避妊法」
のグラフを分析し、諸外国と日
本との避妊に対する考え方の違
いに気付く。
・避妊法の選択にはパートナー間
の相互理解が大切だと知る。

７ 本時に学習した知識を活用
して自分に置き換えて考え、ペ
アで話合い、その結果を発表
する。

○人工妊娠中絶の件数は全体として
は減少傾向にあるが、若年層では依
然として高いことを伝える。

○「母体保護法」について説明し、人
工妊娠中絶は女性の心身に非常に
大きな負担を与えることを説明す
る。

○コンドームと低用量ピルの特徴に
ついて説明する。

○「グラフから読み取れることは何
か？」と発問し、避妊に対する各国
での考え方の違いに気付かせる。

○コンドームは男性主体、低用量ピル
は女性主体の避妊法であり、どの避
妊法を選ぶかはパートナー間の相
互理解による選択が大切だと気付
かせる。

○望まない妊娠の結果、起こり得る問
題の視点からも考えさせる。

○あくまでも避妊は一つの手段であ
り、「性行動しない」という行動選
択もあると補足説明する。

●家族計画の
意義につい
て理解し、正
しい避妊法
とその選択
の際の留意
点について
説明してい
る。

●学習した知
識を活用し
て、望まない
妊娠を避け
るために自
分が取るべ
き適切な行
動を記述し
ている。

導
入

展
開

ま
と
め

８ 本時の振り返りをワークシ
ートに記入する。

○ワークシートに記入できているか
確認する。

指導のポイント

導入の工夫
・意見を発表さ
せることで、
感じ方は人に
よって異なる
ことを気付か
せるようにす
る。

個人差への配
慮、個別指導に
ついて
・人によって、
考えや意見
は異なって
よいことを
伝える。

・性別、人数
に配慮した
グループ設
定をする。

使用する教材等

望まない妊娠を避けるために取るべき行動はなんだろう。

・厚生労働省
「年齢階級別
にみた人工妊
娠中絶実施率
（平成 28年
度）」を提示す
る。
・国連 2013
「主要国の避
妊法」を提示
する。

・文部科学省
「健康な生活
を送るために
（高校生用）
（平成30年
度版）」を提示
する。

考えを発表し合い、ライフプラ
ンや不妊・妊娠と年齢の関係等
について考える。 

社会的側面
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第
４
章　

実
践
編【
高
等
学
校
】

自分らしく生きる・共に生きる

対象：第１学年 教科・領域等：家庭科
１ 教育課程上の位置付け

第１～２学年 家庭科 家庭基礎「人の一生と家族・家庭及び福祉」

２ 単元設定の理由
様々な生活課題に対応して適切な自己の意思決定に基づき、責任をもって行動することの重要性を

考察できるようにする。また、男女が協力して、家族の一員としての役割を果たし家庭を築くことに
ついて、固定的な性別役割分業意識を見直し、相互の尊重と信頼関係の基に関係を築くこと、共に協
力して家庭を作ることの意義や重要性を考察できるようにするため、本単元を設定した。

３ 単元計画（４時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１
２

・男女の平等、相互の協力
などについて理解を深
める。

・日本の現状や家庭を取り巻
く制度について知る。

・事前アンケートを行う。

・固定的な性別役割分業意識の見
直し、男女の平等、相互の協力
などについて考え、青年期をど
のように生きるかについて理解
を深めている。

・家族・家庭生活を取り巻く社会
環境の変化や、家庭と社会の関
わりについて理解している。

・自分の過去現在未来年表を作成
し、自分らしい生き方を考えて
いる。

３
本時

・自己の意思決定に基づ
き、責任をもって行動す
ることの重要性につい
て考察する。

・「結婚」「出産」「仕事」
日本の現状や制度を踏ま
え、自分らしい生き方を考
える。

４
・自分の過去現在未来年表を
作成する。

４ 本時の指導（全 4時間中の第３時間目）
 (1) 指導のねらい

・「結婚」「出産」「仕事」について、日本の現状や制度について知る。自分らしく生きるために、
いろいろな人の生き方を尊重し共に生きることの大切さを知る。

 (2) 学習方法
・グループ内で意見交換を行わせ、自分の考えを他者に伝え合い、様々な考えをもったり、新たに
気付いたりする。

 (3) 評価規準
・自分らしく生きることについて考えている。
・いろいろな人の生き方を尊重し、共に生きることが大切だと認識している。

(4) 指導上の配慮事項
 ・アンケートを実施する際には、人生観や結婚観など様々な考えがあってよいことを伝える。
 ・いろいろな意見を共有できるように、グループ分けに配慮する。
・考察・感想が差別的発言につながらないよう、協議する内容を明確に提示する。

指導事例５

(２)  青年期の自立と家族・家庭
ア 生涯発達の視点で青年期の課題を理解するとともに、家族・家庭の機能と家族関係、家族・家
庭生活を取り巻く社会環境の変化や課題、家庭と社会の関わりについて理解を深めること。

イ 家庭や地域のよりよい生活を創造するために、自己の意思決定に基づき、責任をもって行動す
ることや、男女が協力して、家族の一員としての役割を果たし家庭を築くことの重要性について
考察すること。

 (5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ グループに分かれる。 ○前時の事前アンケートを基

に、生徒をグループに分けて
おく。

２ 自分の将来～「結婚」、
「出産」、「仕事」につい
て考える。

・グループで一人一人発表
する。

３ 発表を聞いて、気付い
たことや考えたことを
グループでまとめる。

・グループで気付いたこと
を発表する。

４ 「性・年齢別労働力率」
「女性の労働力率の国
際比較」、「男女雇用機会
均等法」「育児休業制度」
から、日本の制度と自分
の生き方について考え
る。

○周りに相談せず、自分の考え
をまとめ、発表させる。

○グループごとに考えをまと
め、発表させる。

○様々な意見があることに気
付かせる。

〇前時の授業で取り上げた「女
性の年齢別労働力率」や「男
女雇用機会均等法」、「育児休
業制度」の制度について触
れ、自分らしい生き方につい
て考えさせる。

〇「結婚」「出産」「仕事」の実
例を紹介する。

●自分らしく
生きること
について考
えている。

導
入

展
開

ま
と
め

５ 自分らしく生きるこ
とについて考える。

・考察・感想を記入する。

○自分らしく生きるためには、
多様な生き方を尊重し、共に

●いろいろな
人の生き方
を尊重し、共
に生きるこ
とが大切だ
と認識して
いる。

使用する教材
・事前アンケート例

・「性・年齢別労働力
率」総務省労働力
調査（2005年）を
提示する。

・「女性の労働力率の
国際比較」総務省
世界の統計（2016
年）を提示する。

指導のポイント

個人差への配慮、個
別指導について
・事前アンケートに
答えたくない生徒
に配慮し、事前ア
ンケートを実施し
て、グループ分け
等に活用する。

・人の考え方は多様
であることと、相
手を尊重すること
の大切さを伝え
る。

私は将来結婚
（したい・したく
ない）です。その
理由は（ ）だか
らです。

私は将来子供
が（欲しい・欲し
くない）です。
その理由は（ ）
だからです。

私は将来結婚
や出産をしたら
仕事を（続けた
い・女性に続けて
欲しい・辞めた
い・辞めて欲し
い）です。その理
由は（ ）だか
らです。

 

今の日本は、自分らしい生き方が叶うだろうか。

生きることが大切であるこ
とを伝える。

・人権教育プログラム（学校教育編）（東京都教育委員会　平成31年3月）のp83からの事例や
　p163からの参考資料を参照し、性的指向・性自認に係る児童・生徒にきめ細かに対応する。

社会的側面
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第
４
章　

実
践
編【
高
等
学
校
】

自分らしく生きる・共に生きる

対象：第１学年 教科・領域等：家庭科
１ 教育課程上の位置付け

第１～２学年 家庭科 家庭基礎「人の一生と家族・家庭及び福祉」

２ 単元設定の理由
様々な生活課題に対応して適切な自己の意思決定に基づき、責任をもって行動することの重要性を

考察できるようにする。また、男女が協力して、家族の一員としての役割を果たし家庭を築くことに
ついて、固定的な性別役割分業意識を見直し、相互の尊重と信頼関係の基に関係を築くこと、共に協
力して家庭を作ることの意義や重要性を考察できるようにするため、本単元を設定した。

３ 単元計画（４時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１
２

・男女の平等、相互の協力
などについて理解を深
める。

・日本の現状や家庭を取り巻
く制度について知る。

・事前アンケートを行う。

・固定的な性別役割分業意識の見
直し、男女の平等、相互の協力
などについて考え、青年期をど
のように生きるかについて理解
を深めている。

・家族・家庭生活を取り巻く社会
環境の変化や、家庭と社会の関
わりについて理解している。

・自分の過去現在未来年表を作成
し、自分らしい生き方を考えて
いる。

３
本時

・自己の意思決定に基づ
き、責任をもって行動す
ることの重要性につい
て考察する。

・「結婚」「出産」「仕事」
日本の現状や制度を踏ま
え、自分らしい生き方を考
える。

４
・自分の過去現在未来年表を
作成する。

４ 本時の指導（全 4時間中の第３時間目）
 (1) 指導のねらい

・「結婚」「出産」「仕事」について、日本の現状や制度について知る。自分らしく生きるために、
いろいろな人の生き方を尊重し共に生きることの大切さを知る。

 (2) 学習方法
・グループ内で意見交換を行わせ、自分の考えを他者に伝え合い、様々な考えをもったり、新たに
気付いたりする。

 (3) 評価規準
・自分らしく生きることについて考えている。
・いろいろな人の生き方を尊重し、共に生きることが大切だと認識している。

(4) 指導上の配慮事項
 ・アンケートを実施する際には、人生観や結婚観など様々な考えがあってよいことを伝える。
 ・いろいろな意見を共有できるように、グループ分けに配慮する。
・考察・感想が差別的発言につながらないよう、協議する内容を明確に提示する。

指導事例５

(２)  青年期の自立と家族・家庭
ア 生涯発達の視点で青年期の課題を理解するとともに、家族・家庭の機能と家族関係、家族・家
庭生活を取り巻く社会環境の変化や課題、家庭と社会の関わりについて理解を深めること。

イ 家庭や地域のよりよい生活を創造するために、自己の意思決定に基づき、責任をもって行動す
ることや、男女が協力して、家族の一員としての役割を果たし家庭を築くことの重要性について
考察すること。

 (5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ グループに分かれる。 ○前時の事前アンケートを基

に、生徒をグループに分けて
おく。

２ 自分の将来～「結婚」、
「出産」、「仕事」につい
て考える。

・グループで一人一人発表
する。

３ 発表を聞いて、気付い
たことや考えたことを
グループでまとめる。

・グループで気付いたこと
を発表する。

４ 「性・年齢別労働力率」
「女性の労働力率の国
際比較」、「男女雇用機会
均等法」「育児休業制度」
から、日本の制度と自分
の生き方について考え
る。

○周りに相談せず、自分の考え
をまとめ、発表させる。

○グループごとに考えをまと
め、発表させる。

○様々な意見があることに気
付かせる。

〇前時の授業で取り上げた「女
性の年齢別労働力率」や「男
女雇用機会均等法」、「育児休
業制度」の制度について触
れ、自分らしい生き方につい
て考えさせる。

〇「結婚」「出産」「仕事」の実
例を紹介する。

●自分らしく
生きること
について考
えている。

導
入

展
開

ま
と
め

５ 自分らしく生きるこ
とについて考える。

・考察・感想を記入する。

○自分らしく生きるためには、
多様な生き方を尊重し、共に

●いろいろな
人の生き方
を尊重し、共
に生きるこ
とが大切だ
と認識して
いる。

使用する教材
・事前アンケート例

・「性・年齢別労働力
率」総務省労働力
調査（2005年）を
提示する。

・「女性の労働力率の
国際比較」総務省
世界の統計（2016
年）を提示する。

指導のポイント

個人差への配慮、個
別指導について
・事前アンケートに
答えたくない生徒
に配慮し、事前ア
ンケートを実施し
て、グループ分け
等に活用する。

・人の考え方は多様
であることと、相
手を尊重すること
の大切さを伝え
る。

私は将来結婚
（したい・したく
ない）です。その
理由は（ ）だか
らです。

私は将来子供
が（欲しい・欲し
くない）です。
その理由は（ ）
だからです。

私は将来結婚
や出産をしたら
仕事を（続けた
い・女性に続けて
欲しい・辞めた
い・辞めて欲し
い）です。その理
由は（ ）だか
らです。

 

今の日本は、自分らしい生き方が叶うだろうか。

生きることが大切であるこ
とを伝える。

・人権教育プログラム（学校教育編）（東京都教育委員会　平成31年3月）のp83からの事例や
　p163からの参考資料を参照し、性的指向・性自認に係る児童・生徒にきめ細かに対応する。

社会的側面
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第
４
章　

実
践
編【
高
等
学
校
】

ＳＮＳ利用によって生じるトラブル

対象：第 1学年 教科・領域等：情報科
１ 教育課程上の位置付け

第１～３学年 情報科・情報Ⅰ 「情報社会の問題解決」

２ 単元設定の理由
情報には「形がない」、「消えない」、「簡単に複製できる」、「容易に伝播する」などの特性や、表現、伝達、

記録などに使われるメディアの特性の理解が求められる。高校生によるＳＮＳ等による情報発信等の問題点も
明らかになっている。そのことについて対面でのコミュニケーションとの対比から検討し、ＳＮＳの適切な利
用について検討をするため、本単元を設定した。

３ 単元計画（３時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１
 情報とメディアの特性を踏
まえて、情報の科学的な見
方・考え方を身に付ける。

 情報の「形がない」、「消えない」、
「簡単に複製できる」、「容易に伝
播する」などの特性を理解する。

 情報やメディアの特性を踏
まえて、適切な利用・判断を
している。

 情報技術が人や社会に果た
す役割と影響、情報モラルに
ついて理解している。

 情報モラルに配慮して情報
社会に主体的に参画しよう
としている。

2
本時

 ＳＮＳの特性を調べ、その特
性から起こる問題を理解し、
その解決方法を検討する。

 ＳＮＳでのトラブル事例の解決
を検討するとともに、適切な利用
の在り方について理解する。

3
 情報と情報技術を活用した
自らの問題解決が社会に貢
献できる可能性を理解する。

 情報と情報技術を活用した問題
解決に必要な知識及び技能を身
に付ける。

４ 本時の指導（全３時間中の第２時間目）
 (1) 指導のねらい
 ＳＮＳでのトラブルを回避するために、ＳＮＳの特性から起こるトラブルの実例について生徒間の議論を
し、その解決策を検討させる。

 (2) 学習方法
 ＳＮＳでのトラブルに対する自身の考えをワークシートにまとめ、それをグループで議論し、発表する。

 (3) 評価規準
 望ましいＳＮＳの利用を考え、判断している。
 ＳＮＳの特徴と、その利用からトラブルが生じたときに関係機関を活用できることを理解している。

(4) 指導上の配慮事項
 情報やメディア、ＳＮＳの利用について実際にトラブルに巻き込まれた経験や、現在悩みをもつ生徒がい
る可能性があり、その配慮をする。また、それらの生徒に対して個別の対応をする。

 実際にトラブルがある場合には、周囲の大人（保護者や教員等）を頼ることが重要であることや他の機関
に相談することを伝える。
例：東京都こたエール 電話 （都民安全推進本部）

指導事例６

情報と情報技術を活用した問題の発見・解決の方法に着目し、情報社会の問題を発見・解決する活動を
通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
ｱ  情報やメディアの特性を踏まえ、情報と情報技術を活用して問題を発見・解決する方法を身に付け
ること。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。
ｱ  目的や状況に応じて、情報と情報技術を適切かつ効果的に活用して問題を発見・解決する方法につ
いて考えること。

ぱ

ぱ

(5) 展開

学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ 高校生がよく利用
するＳＮＳと自身の
利用を比較する。

２ 自分が利用してい
るＳＮＳの使い分け
をについて考える。

○ 事前に、利用しているＳＮＳに対す
るアンケートを取り、その結果を示
す。結果から利用の多い上位のＳＮ
Ｓ の 利 用 方 法 を 質 問 す る 。
（Twitter：情報収集や趣味友だち
交流等、LINE：実際の友だちと連
絡等、Instagram：写真アップロー
ド等）

３ ＳＮＳ利用で生じ
るトラブルを知る。
 悩みやトラブルの経験
を記入する。ただし、
書きたくない生徒は、
他者の経験や、どのよ
うなトラブルがあり得
るかを検討する。
 実際にあった事例を用
い、その解決を検討す
る(記述したトラブル
は自身の体験であるか
どうかを伝える必要は
ない。)。
 教員から紹介されたト
ラブル事例に対して、
班単位で検討をして、
発表する。

○

○ 

○ 

ＳＮＳについて悩むことやトラブ
ルをワークシートに記述させる。プ
ライバシー配慮のため、書きたくな
い生徒には、どのようなトラブルが
考えられるかを、記述するよう伝え
る（友達からの返事が遅い、勝手に
自分の写真がアップされる等）。

実際にあった事例を用い、ＳＮＳで
のトラブルの解決策を班で検討さ
せる。4人程度の班を作り、解決方
法を検討させる。考えた解決方法は
ワークシートに書かせ、発表させ
る。
ＳＮＳトラブル事例を紹介する
（以前交際していた人と一緒に写
っている写真が相手のＳＮＳにア
ップロードされたままである。相手
はそのＳＮＳを利用していないの
か、掲載されたままである等）。

 望ましい
ＳＮＳの
利用を考
え、判断
している。

段階

導
入

展
開

ま
と
め

４ ＳＮＳの特徴の確
認をし、ＳＮＳとの付
き合い方を検討する。
 ＳＮＳの一つである
Twitter の特徴を検討
し、それをワークシー
トにまとめる。

 今後どのようにＳＮＳ
を利用すればよいのか
検討する。

５ 実際にトラブルと
なったときの対処方
法についてワークシ
ートにまとめる。

○ 

○ 

○ 

 ＳＮＳの
特徴と、
その利用
からトラ
ブルが生
じたとき
に関係機
関を活用
できるこ
とを理解
している。

指導のポイント

導入の工夫等
・ＳＮＳ利用につい
て、前時までに集
計しておくか、ア
ナライザなどを利
用して、その場で
集計する。

使用する教材等
・政府インターネッ
トテレビ「自撮り
が被害が増加！
ＳＮＳ上の出会い
に要注意！！」を
利用して、SNSで
のトラブル事例を
示す。

・「ＳＮＳ東京ノート
５（高校生用）」（東
京都教育委員会
平成 30年３月）、
「気づいて！ＳＮ
Ｓ出会いにひそむ
ワナ（政府広報）」、
「東京都こたエー
ル（都民安全推進
本部）」、「警察庁サ
イバー犯罪対策プ
ロジェクト」（警視
庁）等を参考にす
る。

ＳＮＳでのトラブルの解決策を班で検討し発表しよう

個人差への配慮、個
別指導について
・生徒が悩みやトラ
ブルについて友達
と話す場面では、
自分のことを無理
に話す必要はない
ことを伝える。

警察の資料によると、コミュニティ
サイト等で被害者数が多いのは
Twitter である。なぜ Twitter がそ
うなりやすいのかを検討させる。
（前時で学んだ、情報の「形がな
い」、「消えない」、「簡単に複製でき
る」、「容易に伝播する」などの特性
を再度確認し、Twitter の特性と照
らし合わせる。）
ＳＮＳとは今後どのように付き合
えばよいかを検討させる。

実際にトラブルとなったときには、
周囲の大人や関係機関等に連絡す
ることが良いことを伝える。

ぱ

社会的側面
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第
４
章　

実
践
編【
高
等
学
校
】

ＳＮＳ利用によって生じるトラブル

対象：第 1学年 教科・領域等：情報科
１ 教育課程上の位置付け

第１～３学年 情報科・情報Ⅰ 「情報社会の問題解決」

２ 単元設定の理由
情報には「形がない」、「消えない」、「簡単に複製できる」、「容易に伝播する」などの特性や、表現、伝達、

記録などに使われるメディアの特性の理解が求められる。高校生によるＳＮＳ等による情報発信等の問題点も
明らかになっている。そのことについて対面でのコミュニケーションとの対比から検討し、ＳＮＳの適切な利
用について検討をするため、本単元を設定した。

３ 単元計画（３時間扱い）
時 ねらい 学習内容 単元の評価規準

１
 情報とメディアの特性を踏
まえて、情報の科学的な見
方・考え方を身に付ける。

 情報の「形がない」、「消えない」、
「簡単に複製できる」、「容易に伝
播する」などの特性を理解する。

 情報やメディアの特性を踏
まえて、適切な利用・判断を
している。

 情報技術が人や社会に果た
す役割と影響、情報モラルに
ついて理解している。

 情報モラルに配慮して情報
社会に主体的に参画しよう
としている。

2
本時

 ＳＮＳの特性を調べ、その特
性から起こる問題を理解し、
その解決方法を検討する。

 ＳＮＳでのトラブル事例の解決
を検討するとともに、適切な利用
の在り方について理解する。

3
 情報と情報技術を活用した
自らの問題解決が社会に貢
献できる可能性を理解する。

 情報と情報技術を活用した問題
解決に必要な知識及び技能を身
に付ける。

４ 本時の指導（全３時間中の第２時間目）
 (1) 指導のねらい
 ＳＮＳでのトラブルを回避するために、ＳＮＳの特性から起こるトラブルの実例について生徒間の議論を
し、その解決策を検討させる。

 (2) 学習方法
 ＳＮＳでのトラブルに対する自身の考えをワークシートにまとめ、それをグループで議論し、発表する。

 (3) 評価規準
 望ましいＳＮＳの利用を考え、判断している。
 ＳＮＳの特徴と、その利用からトラブルが生じたときに関係機関を活用できることを理解している。

(4) 指導上の配慮事項
 情報やメディア、ＳＮＳの利用について実際にトラブルに巻き込まれた経験や、現在悩みをもつ生徒がい
る可能性があり、その配慮をする。また、それらの生徒に対して個別の対応をする。

 実際にトラブルがある場合には、周囲の大人（保護者や教員等）を頼ることが重要であることや他の機関
に相談することを伝える。
例：東京都こたエール 電話 （都民安全推進本部）

指導事例６

情報と情報技術を活用した問題の発見・解決の方法に着目し、情報社会の問題を発見・解決する活動を
通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する。
ア 次のような知識及び技能を身に付けること。
ｱ  情報やメディアの特性を踏まえ、情報と情報技術を活用して問題を発見・解決する方法を身に付け
ること。

イ 次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。
ｱ  目的や状況に応じて、情報と情報技術を適切かつ効果的に活用して問題を発見・解決する方法につ
いて考えること。

ぱ

ぱ

(5) 展開

学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ 高校生がよく利用
するＳＮＳと自身の
利用を比較する。

２ 自分が利用してい
るＳＮＳの使い分け
をについて考える。

○ 事前に、利用しているＳＮＳに対す
るアンケートを取り、その結果を示
す。結果から利用の多い上位のＳＮ
Ｓ の 利 用 方 法 を 質 問 す る 。
（Twitter：情報収集や趣味友だち
交流等、LINE：実際の友だちと連
絡等、Instagram：写真アップロー
ド等）

３ ＳＮＳ利用で生じ
るトラブルを知る。
 悩みやトラブルの経験
を記入する。ただし、
書きたくない生徒は、
他者の経験や、どのよ
うなトラブルがあり得
るかを検討する。
 実際にあった事例を用
い、その解決を検討す
る(記述したトラブル
は自身の体験であるか
どうかを伝える必要は
ない。)。
 教員から紹介されたト
ラブル事例に対して、
班単位で検討をして、
発表する。

○

○ 

○ 

ＳＮＳについて悩むことやトラブ
ルをワークシートに記述させる。プ
ライバシー配慮のため、書きたくな
い生徒には、どのようなトラブルが
考えられるかを、記述するよう伝え
る（友達からの返事が遅い、勝手に
自分の写真がアップされる等）。

実際にあった事例を用い、ＳＮＳで
のトラブルの解決策を班で検討さ
せる。4人程度の班を作り、解決方
法を検討させる。考えた解決方法は
ワークシートに書かせ、発表させ
る。
ＳＮＳトラブル事例を紹介する
（以前交際していた人と一緒に写
っている写真が相手のＳＮＳにア
ップロードされたままである。相手
はそのＳＮＳを利用していないの
か、掲載されたままである等）。

 望ましい
ＳＮＳの
利用を考
え、判断
している。

段階

導
入

展
開

ま
と
め

４ ＳＮＳの特徴の確
認をし、ＳＮＳとの付
き合い方を検討する。
 ＳＮＳの一つである
Twitter の特徴を検討
し、それをワークシー
トにまとめる。

 今後どのようにＳＮＳ
を利用すればよいのか
検討する。

５ 実際にトラブルと
なったときの対処方
法についてワークシ
ートにまとめる。

○ 

○ 

○ 

 ＳＮＳの
特徴と、
その利用
からトラ
ブルが生
じたとき
に関係機
関を活用
できるこ
とを理解
している。

指導のポイント

導入の工夫等
・ＳＮＳ利用につい
て、前時までに集
計しておくか、ア
ナライザなどを利
用して、その場で
集計する。

使用する教材等
・政府インターネッ
トテレビ「自撮り
が被害が増加！
ＳＮＳ上の出会い
に要注意！！」を
利用して、SNSで
のトラブル事例を
示す。

・「ＳＮＳ東京ノート
５（高校生用）」（東
京都教育委員会
平成 30年３月）、
「気づいて！ＳＮ
Ｓ出会いにひそむ
ワナ（政府広報）」、
「東京都こたエー
ル（都民安全推進
本部）」、「警察庁サ
イバー犯罪対策プ
ロジェクト」（警視
庁）等を参考にす
る。

ＳＮＳでのトラブルの解決策を班で検討し発表しよう

個人差への配慮、個
別指導について
・生徒が悩みやトラ
ブルについて友達
と話す場面では、
自分のことを無理
に話す必要はない
ことを伝える。

警察の資料によると、コミュニティ
サイト等で被害者数が多いのは
Twitter である。なぜ Twitter がそ
うなりやすいのかを検討させる。
（前時で学んだ、情報の「形がな
い」、「消えない」、「簡単に複製でき
る」、「容易に伝播する」などの特性
を再度確認し、Twitter の特性と照
らし合わせる。）
ＳＮＳとは今後どのように付き合
えばよいかを検討させる。

実際にトラブルとなったときには、
周囲の大人や関係機関等に連絡す
ることが良いことを伝える。

ぱ

社会的側面
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これからの人生とパートナー

対象：第１学年 教科・領域等：特別活動
 
１ 教育課程上の位置付け

第 1～3学年 特別活動（ホームルーム活動）

２ 題材設定の理由
性に対する正しい知識を基盤に、身体的な成熟に伴う性的な発達に対応し適切な行動がとれるよう

にすること、また、性的情報の氾濫する現代社会において、自己の行動に責任をもって生きることの
大切さや、人間尊重の精神に基づく男女相互のより良い人間関係の在り方などを理解し、自他の人格
を尊重した行動ができるようにすることが重要であるため、家庭科や保健体育科などの他教科の内容
と関連を図り、本単元を設定した。

３ 指導計画

４ 本時の指導
(1) 指導のねらい
・性に対する正しい知識の理解の基に、適切な行動がとれるように指導することが重要である。日本に
おける HIV感染や性感染症、人工妊娠中絶等の現状について理解することで、自分の人生、相手を尊
重する態度の育成を図る。

(2) 学習方法
・講義や意見交換の活動から、課題を把握する。ワークシートを活用し、課題の解決に向けた新しい考
え方や気付きを今後の生活に生かす。

(3) 評価規準
・性感染症や妊娠など、性行動が自分と相手の人生へ影響することがあることを理解している。
・習得した知識を基にパートナーを思いやる行動について考え、将来設計について記述している。
(4) 指導上の配慮事項
・妊娠の経過や人工妊娠中絶などは教科で学習するため、内容の提示にとどめる。
・ホームルーム活動で取り上げることができない性的指向を含めた個人的な悩みや不安は、担任又は養
養護教諭に個別に相談するように伝える。

時 ねらい 学習内容 評価規準

１
本時

・自己の行動に責任をもって生き
ることの大切さや、人間尊重の
精神に基づく男女相互のより
よい人間関係の在り方などを
理解する。

・性に関する正しい知識を
基に、性行動が自分と相
手の人生へ影響すること
があることを理解する。

・心や体に関する正しい知識
を基に、自分の人生や相手
を尊重する態度の必要性に
ついて理解し、表現してい
る。

指導事例７

〔ホームルーム活動〕
（2）日常生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

エ 青年期の悩みや課題とその解決
心や体に関する正しい理解を基に、適切な行動をとり、悩みや不安に向き合い乗り越えよう

とすること。
オ 生命の尊重と心身ともに健康で安全な生活態度や規律ある習慣の確立

節度ある健全な生活を送るなど現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進することや、
事件や事故、災害等から身を守り安全に行動すること。 

(5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ 自分に子供ができ
る場面を想像する。

・考えたコメントを発
表する。

○第一子誕生時の自分は何歳
で、どういう立場かをワーク
シートに記入させる。

２ スライドを見て、
性感染症の種類と流
行状況に注目する。

３ 妊娠の経過と人工
中絶、避妊方法につ
いて知る。

４ パートナーと初め
てのクリスマスをど
う過ごすか考える。

・4 人程度のグループ
で意見交換し、発表
する。

○性感染症報告数の推移をグ
ラフ化し提示する。

○冊子を配布し、梅毒の流行状
況について知らせる。

○最終月経を12月10日とし、
妊娠に気が付いてから人工
妊娠中絶可能な期間が非常
に短いことを具体的に伝え
る。

○100%避妊できる方法はな
いことを知らせる。

○大切に思うパートナーに自
分の思いを伝える行動はど
うなるかを考えさせる。

●性感染症や妊
娠など、性行
動が自分と相
手の人生へ影
響することが
あることを理
解している。

５ 50 歳の時の自分
とパートナーについ
て想像する。

・想像した内容をワー
クシートに記入す
る。

○ワークシートのパートナー
の欄にも忘れず記入するよ
うに指示する。

○自分の人生は、自分の行動で
決まるだけでなく、パートナ
ーの人生にも影響すること
に気付かせる。

●習得した知識
を基にパート
ナーを思いや
る行動につい
て考え、将来
設計について
記述してい
る。

指導のポイント

導入の工夫等
・我が子が誕生した時
の様々な人のブログ
のコメントを紹介し
生命誕生の素晴らし
さを感じさせるとと
もに、30代半ばから
妊娠しにくくなるこ
とを伝える。

個人差への配慮、個別
指導について
・気分がすぐれない場
合には、遠慮せず申
し出るよう伝える。

・個人的な悩みや不安
は養護教諭、スクー
ルカウンセラーに相
談するよう伝え、個
別に対応する。

使用する教材
・厚生労働省「性感染
症報告数」（平成 28
年）、妊娠週数と人工
妊娠中絶方法の対比
表(教科書)を提示す
る。

・都民向け情報リーフ
レット（梅毒患者が
増加してます！！）
を使用する。

＜ワークシート例＞

自分の子供が誕生するのは人生の中で大きな出来事
性行動はその始まりでることを知ろう

自分 パートナー 

誕生 

中学校入学 

30 歳 

50 歳 

導
入

展
開

ま
と
め

社会的側面
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これからの人生とパートナー

対象：第１学年 教科・領域等：特別活動
 
１ 教育課程上の位置付け

第 1～3学年 特別活動（ホームルーム活動）

２ 題材設定の理由
性に対する正しい知識を基盤に、身体的な成熟に伴う性的な発達に対応し適切な行動がとれるよう

にすること、また、性的情報の氾濫する現代社会において、自己の行動に責任をもって生きることの
大切さや、人間尊重の精神に基づく男女相互のより良い人間関係の在り方などを理解し、自他の人格
を尊重した行動ができるようにすることが重要であるため、家庭科や保健体育科などの他教科の内容
と関連を図り、本単元を設定した。

３ 指導計画

４ 本時の指導
(1) 指導のねらい
・性に対する正しい知識の理解の基に、適切な行動がとれるように指導することが重要である。日本に
おける HIV感染や性感染症、人工妊娠中絶等の現状について理解することで、自分の人生、相手を尊
重する態度の育成を図る。

(2) 学習方法
・講義や意見交換の活動から、課題を把握する。ワークシートを活用し、課題の解決に向けた新しい考
え方や気付きを今後の生活に生かす。

(3) 評価規準
・性感染症や妊娠など、性行動が自分と相手の人生へ影響することがあることを理解している。
・習得した知識を基にパートナーを思いやる行動について考え、将来設計について記述している。
(4) 指導上の配慮事項
・妊娠の経過や人工妊娠中絶などは教科で学習するため、内容の提示にとどめる。
・ホームルーム活動で取り上げることができない性的指向を含めた個人的な悩みや不安は、担任又は養
養護教諭に個別に相談するように伝える。

時 ねらい 学習内容 評価規準

１
本時

・自己の行動に責任をもって生き
ることの大切さや、人間尊重の
精神に基づく男女相互のより
よい人間関係の在り方などを
理解する。

・性に関する正しい知識を
基に、性行動が自分と相
手の人生へ影響すること
があることを理解する。

・心や体に関する正しい知識
を基に、自分の人生や相手
を尊重する態度の必要性に
ついて理解し、表現してい
る。

指導事例７

〔ホームルーム活動〕
（2）日常生活や学習への適応と自己の成長及び健康安全

エ 青年期の悩みや課題とその解決
心や体に関する正しい理解を基に、適切な行動をとり、悩みや不安に向き合い乗り越えよう

とすること。
オ 生命の尊重と心身ともに健康で安全な生活態度や規律ある習慣の確立

節度ある健全な生活を送るなど現在及び生涯にわたって心身の健康を保持増進することや、
事件や事故、災害等から身を守り安全に行動すること。 

(5) 展開

段階 学習内容・活動 教師の支援 評価規準
１ 自分に子供ができ
る場面を想像する。

・考えたコメントを発
表する。

○第一子誕生時の自分は何歳
で、どういう立場かをワーク
シートに記入させる。

２ スライドを見て、
性感染症の種類と流
行状況に注目する。

３ 妊娠の経過と人工
中絶、避妊方法につ
いて知る。

４ パートナーと初め
てのクリスマスをど
う過ごすか考える。

・4 人程度のグループ
で意見交換し、発表
する。

○性感染症報告数の推移をグ
ラフ化し提示する。

○冊子を配布し、梅毒の流行状
況について知らせる。

○最終月経を12月10日とし、
妊娠に気が付いてから人工
妊娠中絶可能な期間が非常
に短いことを具体的に伝え
る。

○100%避妊できる方法はな
いことを知らせる。

○大切に思うパートナーに自
分の思いを伝える行動はど
うなるかを考えさせる。

●性感染症や妊
娠など、性行
動が自分と相
手の人生へ影
響することが
あることを理
解している。

５ 50 歳の時の自分
とパートナーについ
て想像する。

・想像した内容をワー
クシートに記入す
る。

○ワークシートのパートナー
の欄にも忘れず記入するよ
うに指示する。

○自分の人生は、自分の行動で
決まるだけでなく、パートナ
ーの人生にも影響すること
に気付かせる。

●習得した知識
を基にパート
ナーを思いや
る行動につい
て考え、将来
設計について
記述してい
る。

指導のポイント

導入の工夫等
・我が子が誕生した時
の様々な人のブログ
のコメントを紹介し
生命誕生の素晴らし
さを感じさせるとと
もに、30代半ばから
妊娠しにくくなるこ
とを伝える。

個人差への配慮、個別
指導について
・気分がすぐれない場
合には、遠慮せず申
し出るよう伝える。

・個人的な悩みや不安
は養護教諭、スクー
ルカウンセラーに相
談するよう伝え、個
別に対応する。

使用する教材
・厚生労働省「性感染
症報告数」（平成 28
年）、妊娠週数と人工
妊娠中絶方法の対比
表(教科書)を提示す
る。

・都民向け情報リーフ
レット（梅毒患者が
増加してます！！）
を使用する。

＜ワークシート例＞

自分の子供が誕生するのは人生の中で大きな出来事
性行動はその始まりでることを知ろう

自分 パートナー 

誕生 

中学校入学 

30 歳 

50 歳 

導
入

展
開

ま
と
め

社会的側面


